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社団法人さいたま観光コンベンションビューローでは、本年５月２１日（金）・２２日（土）

に開催を予定している大宮薪能の鑑能券発売〔４月８日（木）〕に先立ち、３月１３日（土）

から電話での先行予約を受付します。 

 

記 

１ 開催日時 

 平成２２年５月２１日（金）・２２日（土） 

 両日とも１７時４５分開演（１８時３０分演能開始）、２１時３０分終演予定 

２ 会場 

 武蔵一宮氷川神社境内（大宮区高鼻町） 

 ※雨天の場合は、市民会館おおみや（大宮区下町）に変更 

３ 演目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期日など 素謡 能 狂言 能 

演目 翁
おきな

  弱法師
よ ろ ぼ し

 蚊相撲
か ず も う

 舟弁慶
ふなべんけい

 
 

５／２１ 

(金) 流派 

シテ 

金春流 

金春 憲和 

観世流 

観世 喜之 

和泉流 

三宅 右近 

金春流 

金春 安明 

演目 翁
おきな

 角田川
すみだがわ

 樋の酒
ひ の さ け

 猩 々
しょうじょう

 
 

５／２２ 

(土) 流派 

シテ 

金春流 

金春 安明 

金春流 

本田 光洋 

和泉流 

三宅 右近 

宝生流 

藤井 雅之 

第２９回大宮薪能鑑能券の「電話先行予約」を受付します 

記 者 発 表 資 料（２１－０１９） 

平成２２年２月２６日 

<本状に関する問合せ先> 

観光事業担当    伊野宮 

 TEL：048-647-8339 FAX：048-647-0126 

広報宣伝事業担当 安藤・根岸 

 TEL：048-647-8338 FAX：048-647-0116 

E-MAIL：koho@scvb.or.jp 

URL：http://www.scvb.or.jp 

Twitter：@SaitamaCVB 
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４ 鑑能券 

Ｓ席７，０００円、Ａ席６，０００円、Ｂ席５，０００円 

 ※全席指定、パンフレット付き 

５ 販売方法  

 ※代金引き換えによる配送販売も行います。 

６ 一般の方の問合せ先 

社団法人さいたま観光コンベンションビューロー（土日祝日休） 

TEL：０４８̶６４７̶８３３９ FAX：０４８̶６４７̶０１２６ 

 

販売方法 発売（受付）期間 発売場所等 受付時間等 

先行 

電話予約 

３／１３（土）から 

３／１７（水）まで 

フリーダイヤル 

☎０１２０-４００-１０６ 
１０時~１５時 

４／８（木）から 

完売まで 

大宮駅観光案内所 

（大宮駅構内） 

☎０４８-６４４-１１４４ 

10 時~13 時 30 分 

14 時 30 分~18 時 30 分 

窓口販売 

４／８（木）から 

４／１８（日）まで 

浦和観光案内所 

（浦和駅西口） 

☎０４８-８２４-０３３３ 

10 時~18 時 30 分 
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（参考） 

 

演目の内容 

 

 

期日 番組 演目 内容 備考 

素謡 翁 

能の成立以前の祈りの芸能。大宮薪能では公演

の成功を祈願する意味で毎回最初に謡われる。  

能 弱法師 

讒言により我が子を追い出し後悔している男

が、天王寺で出会った盲目の乞食弱法師（シテ）

を我が子と気づき、郷里に連れて帰る話。 

前回、無念の降

雨中止のため、 

今回初演能 

狂言 蚊相撲 

都に相撲が流行し、大名から相撲取りを探すよ

うに命じられた太郎冠者が連れてきた男が、蚊

の精であったことから巻き起こる騒動の話。 

 
5/21 

(金) 

能 舟弁慶 

平家追討に大功のあった源義経が、兄頼朝から

疑いをかけられ船で西国に逃れる際の静御前

（前シテ）との悲しみの別れと、船出した一行

を平家の亡霊（後シテ）が襲う話。静動相反す

る二役を一人のシテが演じるところが見どこ

ろ。 

過去３回 

演能 

素謡 翁 同上  

能 角田川 

子どもをさらわれた女（シテ）が、我が子を探

して隅田川の渡しにやってくると、一年前に人

買いに捨てられ亡くなった子どもが、我が子で

あったと知る悲嘆の話。 

過去１回 

演能 

狂言 樋の酒 

外出する主人から、米蔵と酒蔵を見張るように

言いつけられた太郎冠者と次郎冠者が、酒を盗

み飲むことで巻き起こる騒動の話。 

 

5/22 

(土) 

能 猩 々 

夢のお告げで揚子江の市場で酒を売って富を得

た親孝行な男のもとに、ある夜、猩々（空想の

獣・シテ）が現れた。男が酒壷を持って、猩々

と酒を酌み交わすと、猩々は男を賞して、酌め

ども尽きぬ酒壷を与えて立ち去る話。 

今回初演能 



PRESS RELEASE  社団法人さいたま観光コンベンションビューロー   
 

（4/4） 

 


